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1. はじめに 
お茶の水女子大学は，国立大学法人の女子大学として，

奈良女子大学と並ぶ歴史を誇る大学である．本学情報科

学科は，理学部の5つ目の学科として1990年に誕生した

学科である．本学科は理学部らしく応用数理学や情報基

礎理論を重視したカリキュラムを有し，情報科学の幅広

い分野を網羅する 14 研究室による研究活動を展開して

いる．近年では女子大学においても理系学生の大学院進

学率は急増しており，本学科においては約 2/3 の学生が

大学院博士前期課程に進学する．卒業生・修了生の進路

としては，IT企業および各種メーカに就職して開発・SE
などの職種に従事する者が多い一方で，中学・高校の数

学・情報の教員になる者も多いのが特徴である． 
伊藤研究室は，本学科においてビジュアルコンピュー

ティング（以下VCと称する）を専攻する研究室として，

2005年に創立した．本稿では，伊藤研究室の研究テーマ

と，研究室の運営方針について紹介する． 
 

2. 研究テーマの紹介 
伊藤研究室が最も力を入れている研究分野は「情報可

視化」という分野である．情報可視化とは，形状・位置・

光学などの視覚的情報に限定されない一般的な情報を，

コンピュータグラフィックスやユーザインタフェースな

どの技術を駆使して対話的に視覚表現する技術の総称で

ある． 
伊藤研究室では特に，階層構造を構成する情報の可視

化において，多くの発表業績を有している．伊藤は本学

赴任前の2003年に，入れ子状に配置された長方形領域で

階層構造を表現する新しい情報可視化手法「平安京ビュ

ー」を発表し，本学赴任後にはその応用事例を多数発表

している．具体的な応用事例のいくつかを以下にあげる． 
「計算機ネットワーク不正侵入検出結果，原子力システ

ム計測情報の可視化．」情報可視化の目的の一つとして，

大規模システムにおける異常を早期発見するための監視

があげられる．著者らの事例は，計算機ネットワーク上

の不正や，原子力システムの故障の早期発見，およびそ

の根源の特定に貢献できると考えられる． 
「遺伝子ネットワーク，蛋白質形状分析結果，薬物実験

結果の可視化．」生命情報学や薬学の分野では近年，実験

結果を中心とする知見のデータベース化が急速に進んで

いる．情報可視化技術は，これらの分野における複合的

なデータを統合分析する目的で効果が高いと考える． 
「新聞記事データベースからの流行検出結果，クレジッ

トカード不正利用検出結果の可視化．」情報可視化の研究

成果の特徴として，社会科学系の問題に着手した事例が

多いことがあげられる．著者らも流行検出や不正検出な

どの社会科学的な事象に対して，自然言語処理やデータ

マイニングなどの技術を組み合わせた情報可視化手法を

適用し，社会への貢献を目指している． 
「個人が収集する写真や音楽などのコンテンツを一覧す

るブラウザとしての可視化．」デジタルカメラやポータブ

ル音楽プレイヤーの普及に伴い，個人が収集する写真や

音楽に対するユーザインタフェースの重要性が非常に高

まっている．このような目的にも情報可視化は有効であ

ると考える． 
なお，上述の応用事例のいくつかは，セキュリティ監

視団体，クレジットカード業務向けソフトウェア開発企

業，製薬企業からの委託研究や，原子力研究機関との共

同研究によるものであり，実際に諸団体・諸企業の業務

に活用されている． 
図 1,2 に，研究成果の例を示す．図 1 は蛋白質形状分

析に関する可視化である．蛋白質の機能の多くは，表面

凹凸形状に強く依存することが知られている．そこで 3
次元形状検索技術を適用して表面凹凸形状を抽出し，そ

れらを形状的特徴で分類し，さらにその分類結果を化学

的特性（例えば電位や疎水性）とあわせて可視化するこ

とで，蛋白質の機能分析に活用できると考える．図2は
大量画像の一覧ブラウザである．本手法では，キーワー

ドや画素情報で分類された大量画像を一覧表示する可視

化技術と，ズーム操作によって段階的に画像を探索でき

るユーザインタフェースを提供する． 
なお，情報可視化以外の研究分野では，ボリューム可

視化，スケッチ形状モデリング，イメージベースドレン

ダリング，画像検索，動画追跡，音楽情報処理などの研

究に着手した経緯もある．詳しくは伊藤研究室のウェブ

サイト http://itolab.is.ocha.ac.jp/ をご参照いただきたい． 
 



3. 運営方針 
「あらゆる業界への進出を目指す．」著者はVC 技術を，

製造業やエンターテインメント業界など，いくつかの業

界において突出した貢献を遂げた研究分野と認識してい

る．それに対して伊藤研究室では，情報可視化の研究を

進めることで，今までVC 技術が関わることの少なかっ

た業界（例えば金融や流通など）への貢献を強く意識し

ている．また学術面においても，VC に限らず多方面の

学会に参加することで，より幅広い視点から情報可視化

の研究について議論している．具体的には，ヒューマン

インタフェース，データベース，シミュレーション，自

然言語処理，生命情報学などの各分野の学会に積極的に

発表している．これらの方針には，より多くの業界にVC
技術の認知を拡げる意義があると考える． 
「研究成果に名前をつける．」ソフトウェア商品や芸術作

品には名前をつけるのが一般的である．著者らはこの発

想に基づき，前述の「平安京ビュー」をはじめ，非常に

多くの研究成果に名前をつけて発表している．図 1,2 に

示す研究成果にも「PROTEIN」「CAT」という名前がつ

けられている．このような名前つけには，研究成果を読

者に親しみやすくする効果や，また発表者である学生を

覚えてもらう効果が非常に大きいと実感する．これらの

名前の由来や，他の研究成果の名前については，伊藤研

究室のウェブサイトをご参照いただきたい． 
「発表回数を増やす．」プレゼンテーションは研究職以外

の職種に就く学生にも重要なスキルである．よって学生

時代のプレゼンテーション経験は，全ての学生において

重要である．この発想に基づいて伊藤研究室では，全て

の学生に多くのプレゼンテーションの機会を与えている．

具体的な機会として，まず配属半年後の学部4年9月に

て全員に，画像電子学会学生会が後援する VIP（ビジュ

アル情報処理研究合宿）での発表を強く推進している．

また英語での発表経験にも力を入れており，1期・2期生

の85%が英語での学会発表を経験している． 
「学生どうしの議論を推進する．」著者が配属学生に最初

に提示する合言葉は，「質問せざる者，卒業するべからず」

である．プレゼンテーションと同様にディスカッション

も，研究職以外の職種に就く学生にも重要なスキルであ

る．この発想に基づいて伊藤研究室では，ゼミなどの機

会に学生どうしが質問しあい，学生どうしで議論するこ

とを強く推進している．学科内で開催する卒業研究中間

発表会では，発表時間より長い質疑時間を設け，学生ど

うしで活発な質疑をさせるとともに，下級生に発表会を

公開することで，将来研究室に配属する学生にも活発な

質疑を強くお願いしている． 

「一部屋にて学生全員が活動する．」本学科では，一研究

室には学生室は1部屋しか与えられない．図3に伊藤研

究室の学生室を示す．16名（2008年度現在）の学生の居

住空間としては，決して十分なものとはいえないが，し

かし全ての配属学生が一部屋に集合していることを前向

きにとらえたい．単に個人個人が研究をするだけの空間

ではなく，学生どうしが語らう日常生活の一部として，

また全ての配属学生が一丸となってお互いの研究を支援

しあう共同体の場として研究室を構築したい．すなわち，

一種のファミリーのような研究集団のための研究室環境

をつくりあげたい，と考える． 

 

図 1. 蛋白質の表面形状分析とその可視化を実現する

「PROTEIN」 

 
図2. 大量画像の一覧ブラウザ「CAT」 

 
図3. 伊藤研究室の学生室 
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